
第  1 回  ニ  ノ 瀬  ユ

昭和46年11月23日 (火 )

出町柳駅 -30分 一 鞍馬駅 -35分 一 貴船神社  -80分 一

滝谷峠 -110分 一 ニ ノ瀬駅  -25分 一 出町柳駅

天気が悪かったので姉の子供は連れて来なかった。 4時 間近 〈の

山道を歩きに歩いた。 足が棒のようになった。

歩こう会初めての参加滝谷峠はきびしかった。 蒸気汽関車のごと

く背か ら湯気ぼ う17Tうと出して歩いた。 つ らかった。 参加はこれ

つきりにしょうと思いなが ら歩いたが、山上での爽快さが何とも気持

がよかった。



第  2 回 「ポ :ン
｀
ポ
‐
ン  山

昭和46年12月12日 (日 )

高槻駅 -10分 一 神峰山寺 ロ ー20分一 神峰山寺  -60分 一

本山寺  -60分 一  ポンポン山 -40分 一  杉谷  -30分 一

善峰寺  -30分 一 小塩  -15分 一 阪急、東向 日町駅

ポンポンタヌキが出てきそ う。 10名 以上集まる。 かたや 日本ア

ルプス縦走スタイル。 かたや背広ネクタイ、皮靴スタイル とかや ?

登山者さまざま ・・・

子供の頃か ら聞きなれたポンポン山。 私 にとっては初めて登る。

住居地近 くにこん な場所が、 こんな寺院が、未知の場を探ねるのは楽

しい ものだ。

下山ののち、お好み焼に ビールの うまさが忘れ られない。  T先 生

の、 コンロの下に置いた ビニールのマ ップ袋が熱で穴が あいて しまっ

たのが印象的。



第  3 回  鎌  倉 峡

昭和47年1月30日 (日 )

奄児『  
一篠山口行一

 竜く『  -60分
一 百丈河原  -150分 一

七合橋  -60分 ― 丸山 -90分 一 有馬温泉

沢ぞいのハイキングは特 に野趣に富んでいてお もしろい。 岩 ヒバ、
コケ採集 も楽 しい。 事後の有馬での一風 呂も思い出。

初めて買い初めて履いたニューキャラバ ンシューズ。 河原の大岩

石 にはかみ合わずぬ ぎたい気持。 有馬でいい湯だな 。・・揚旬の果

ては湯 ざめで翌 日欠勤。
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第 4回  愛 宕 山 か ら 芦 見 峠

昭和47年3月5日 (日 )

京都駅 ―出雲市行一 保津峡駅 -60分 一 水尾 -90分 一
9。03                  9。48

愛宕 山 -110分 一 地蔵 山 -45分 一 芦見峠  -35分 一 越畑 口

-80分 一 八木駅

長い長い道のり。 帰 りの舗装道路では自動車恋 し。

距離が長 〈疲れた。 しか し本当に “歩いた"気 が したコースで

ある。

永年見上げていた愛宕山を足下にする何 とも言えない良い気分。

熊笹の葉につもる残雪をかき分け進み、下半身つめた 〈ぬれる。



第 5回  湖 南 ア ル プ ス

昭和47年3月17日 (金 )

石山駅 -15分 一 上関 -80分 一 笹 間が岳  -30分 一

池のある広場  -30分 一 天神川 -40分 一 枝  -19分 一 石 山駅

憧れのアルプス、一体 どんなところか しら ・・・・

滋賀にもあった。 絶景かな !

印象に残 るポイン トがい くつかあって 日帰 リハイキングの絶好の

コースである。



夢守   6

1石山駅  -25分 一

| -50分 一 不動寺

里  -25分 一  石 山駅

回  湖 南 ア ル プ ス

昭和47年5月21日 (日 )

里  -50分 一 迎不動  -40分 一 休憩所

― 矢筈岳 一 笹間岳  -80分 一
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第 回   シ ヤ  カ 岳

昭和47年9月23(土 )

三条京阪 ―バスー 比良登山ロ ー45分一  コウ ドウ ー25分一

大山ロ ー100分一 金糞峠 -40分 一 奥深谷源流浴いにヤクモガ原

-15分 一 比良 ロッジ ー60分一 カラ岳を経てシヤカ岳

-60分 一 ヤケオ山大石を経て涼峠  -25分 一 楊梅滝

-30分 一 北小松バス停 ―バスー 大津駅

比良山系へは これが初めて、金糞峠でみる野生のシヤクナゲ群生 も

初めて。
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第  8 回  半  国  山

昭和47年 11月 12日 (日 )

京都駅  一 亀 岡駅  -30分 一 官川  -40分 一 金輪寺

8.27      9。25 9.40

-90分 一 半 国山 -60分 一 千 ガ畑  -40分 一 亀 岡駅

16.37             17.42

- 京 都駅
18. 23

山頂 は360度 の展望台、能勢 の山々の紅葉が素晴 らしい。



第 9回  金 勝 ア ル プ ス

昭和47年12月10日 (日 )

草津駅  -30分 一 片山 -20分 一 砕石場  -20分 一 官城岩

-10分 一 白糸滝  -60分 一 耳岩  -30分 一 白石峰 -20分 一

竜王山 -40分 一 金勝寺  -90分 ― 片山 -30分 一 草津駅

金勝寺の仁王さんが印象に残 る、確かあの眼は水晶でっせ。



第 10回  湖 南 ア ル プ ス

昭和48年 3月 16日 (金 )

石 山駅  -18分 一 里  -20分 一 上 関  -80分 一 笹 間が岳

-30分 一 池 の ある広場  -30分 一 天神川  -40分 一

枝  -19分 一 石 山駅



第  11 回  蓬 末  山

昭和48年10月15日 (月 )

大津駅  ―バスー 近江木戸 -140分 一 金 ピラ峠 -45分 一

蓬茉山 -40分 一 ク ロ トのハグ ー15分一 木戸峠 -35分 一

葛川越  -110分 一 大物  ―バスー 大津駅



第  12

嵐 山駅  一 野 野宮

清滝  一 月輪寺  ―

―バスー  嵐 山駅

回  愛 宕  山

昭和49年2月10日 (日 )

一 二尊院 一 化野念仏寺  ―

愛宕神社  一 表参道 ― 清滝

滑 った滑 った氷の道、阪急霧氷ハイキングに参加、アイゼン

がほ しか った。



第 13回  比 良 八 渕 滝

昭和49年 10月 14日 (月 )

京 都駅  -61分 一 近江 高 島駅  -30分 一 黒谷 バス停  -100分 一
8.03           9.o4  9.08

八 渕滝 。大招鉢  -110分 一 北 比 良峠  -50分 一 大 山 口

-45分 一 比 良登 山ロ ーバスー 比 良駅  ― 京都駅
16.31       17.18

思わず足が震える滝登りの難コース、垂直に登って後か ら来る人
の頭を見下ろす と、あな淋しや秋の空。 (誰 れのことや !)



第 14回  リ ト ル 比 良

昭和51年 11月1日 (月 )

京都駅  一 近 江高 島駅  -10分 一 音羽  -90分 一 岳 山
8。05        9.20  9.22

-130分 一 岩 阿沙利 山 -15分 一 鵜川越  -90分 一

寒風峠  -35分 一 涼峠  -40分 一 北小松駅  一京都駅

山 々の ホー プ比 良山、黙 々と歩いて も何 とな 〈味わい深 い 山、

これが比 良だ。



第 15回  湖 南 ア ル プ ス

昭和52年3月20日 (日 )

石 山駅  -15分 一 上関 -80分 一 笹間が岳  -30分 一

池のある広場  -30分 一 天神川 -10分 一 迎不動 -30分 一

鎧ダム ー50分一 堂 山 -60分 一 羽栗町 ―バスー 石山駅

水晶発見に一獲千金の夢見 なが らの楽 しいコース

新調の リッタに弁当 ・水筒を入れ、 7時 45分家を出る。 参加者

14名、登山客が多か った。 変化に富んで良い コース、一度家族づ

れで来てみたい。



第  16 回  七  曜 岳

昭和52年4月1日 (金 )～ 3日 (日 )

大和上市駅 -110分 一 和佐又回 -60分 一 和佐又スキー場

-30分 一和佐又山 -20分 一 和佐又 ヒュッテ (泊 )

-10分 一 和佐又山の鞍部 -50分 一 杉苗畑分岐 -50分 一

無双洞 -120分 一 七曜岳 -120分 一 大普賢岳 -40分 一

石ノ鼻 -30分 一 笙 ノ窟 -50分 一 和佐又 ヒュッテ (泊 )
-50分 一 和佐又ロ ー110分一 大和上市駅

「ヤマシャクヤク ・イ ヮナンテン ・イヮタバコ ・トリカプ ト・

シャクナグ・ヒカグッッジ」



第  17 回  鞍  馬  。 大  原

昭和52年 5月 3日 (火 )

京 福電鉄 出町柳駅  -30分 一 鞍馬 -90分 一 百井 岐れ
10。02

-200分 一 寂光 院  =45分 一 京 阪三条

趣味でもないのに、人まねでシャクナグを持ってかえり、方寸の

庭に植える。 その年花のついたのには驚いた。

撃 I
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第  18 回  六  甲 山

昭和52年10月2日 (日 )

阪を、宝塚駅  ―バスー 舟坂橋  -35分 一 老ケ石  -10分 一

川上の滝 -35分 一 鳥居茶屋 -60分 一 奥池 一バスー

阪急芦屋駅

「ウチョウラン・コメツツジ」



第 19回  武 奈 ヶ 岳

昭和52年 11月23日 (水 )

京 都駅  ― 近江高 島駅  -30分 一 黒谷  -loo分 一 人淵滝

-80分 一  イ ブルキの コバ ー50分 一 武 奈 ケ岳  -25分 一

イ ブル キの コバ ー20分 一 ヤ グモ小屋  -20分 一 北 比良峠

-50分 一 大 山 ロ ー15分 一 イ ン谷 ロ ー20分 一 比 良駅

天下の武奈ケ岳、登 りは きつい。 紅茶がおい しか った。

6時 50分家を出る。 参加 6名 、天気が良 〈紅葉が とて も良かっ

た。 武奈ケ岳に登るビッチが早 〈て とて も苦 しか った。 日頃の

運動不足解消。

「ダイモンジソウ」



第 20回  大 普 賢 岳

昭和53年5月3日 (水 )～ 4日 (木 )

大和上市駅 -110分 一 和佐又ロ ー60分一 和佐又 ヒュッテ (泊 )
-40分 一 笙 ノ窟 -30分 一 石 ノ鼻  -60分 一 大普賢岳  -80分 一

あみだケ森分岐 -20分 一 伯母谷覗 -90分 一 上谷分岐 -70分 ―

柏木 -90分 一大和上市駅

「エイザンス ミレ 。エンレイソウ oゴ ゼンタチバナ ・シャクナゲ」



第 21回  湖 南 ア ル

昭和53年 5月 28日 (日 )

石 山駅  -25分 一 上 関  -80分 一 笹 間が岳

池の ある広場  -30分 一 天 神川  -15分 一

鎧 ダム ー30分 一 堂 山 -50分 一 羽栗 町

プ  ス

-30分 一

迎 不 動  -30分 一

-30分 一  石 山駅

家族総出の参加。 子供たちは水晶の発掘に興ず る。 鉱物に関

する N先生の博学 に感心 し、わが父の薄学を嘆 〈。

「カキラン・イワナシ・コバノトンボソウ」



2 2 回   六  甲 山

昭和53年 7月 24日 (月 )

舟坂橋  -35分 ― 老 ケ石  -10分 一 川上 の滝

-75分 一 高 山植物 園  ―バスー 山頂駅

ヽ
・
:、

阪急、宝塚駅  ―バスー

ー35分 一 鳥居茶屋

一 阪角、六 甲駅



回 山 上  ケ 岳

昭和53年7月31日 (月 )～ 8月2日 (水 )

下市 口駅  -110分 一 洞川 -50分 一 大峰大橋  -50分 一

一本茶屋 -70分 一 洞辻茶屋 -60分 一 山上ケ岳 (泊 )

-40分 一 小笹の宿 -40分 一 あみだケ森  -40分 一

小普賢岳  -20分 一 笙の窟分岐点 -70分 一 国見岳  -120分 一

行者還の宿 -90分 一 一 ノタオ ー45分一 石体の宿跡

-30分 一 聖宝の宿跡 -60分 一 弥山小屋 (泊 )

-50分 ― 狼平  -90分 一 栃尾辻  -80分 一 門前 -40分 一

川合  -90分 一 下市 口駅

「マイズルソウ。オオヤマレング・レングショウマ・シャクナグ・

ヒカゲツツジ」

2 3第



第  24 回  蘇 岳:

昭和53年9月16日 (土 )～ 17日 (日 )

近鉄榛原駅  -80分 一 麦谷ロ ーlo分一 大又 (泊 )
-190分 一 明神小屋  -20分 ― 三 ッ塚  -80分 一 蘇岳  -50分 一

大鏡池 -60分 一 大又 -80分 一 榛原駅

山道な し ! 苦労 し、バスヘの乗車 ヒヤヒャ !

整理ダンスの名称つけ らる。

「シャクナグ」

気になる宿泊者 !



第  25 回  住  塚  山

昭和53年 10月22日 (

近 鉄 名張駅  -100分 一 長 野  -60分 一

住塚 山  -15分 一  ゼニヤ タ フ ー25分 一

宇 野川橋  -25分 一 近鉄 室生 回大野駅
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第 26回  比 良 ・ 奥 ノ 深 谷

昭和53年11月23日 (木 )

京都駅  一 比良駅  -11分 一 イン谷 ロ ー25分一 大 山口

-100分 一 金糞峠  -20分 ― 大橋小屋 -50分 一 牛 コバ

ー50分一 坊村  -90分 一 三条京阪

なつか しの坊村、宿泊者が多い。 我 々は今 日家路へ合、ぐのだが ・・・

金糞峠迄は とて もきつか ったが、後は楽。 景色 も良 く紅葉がまだ残 つ

て良かった。



第 27回  湖 南 ア ル

昭和54年 1月 14日 (日 )

石 山駅  -25分 一 上 関  -80分 一 笹 間が岳

、池 の ある広場  -30分 一 天神川  -15分 一

鎧 ダム ー30分 一 堂 山 -50分 一 羽栗町

プ  ス

-30分 一

迎 不 動  -30分 一

-30分 一  石 山駅

多数あり、 ドクター蘭の名 も覚えま した。

先生 ありが とう。

クモ ラン

肇 ■、

主語ザ



第 28回  金 勝 ア ル プ ス

昭和54年2月 25日 (日 )

石 山駅  -35分 一 桐生辻  -50分 一 狛坂磨崖仏  -30分 一

白石峰  -20分 一 竜王 山 -20分 一  白石峰  -15分 一 天 狗岩
-25分 一 鶏 冠 山 -50分 一 片 山 -20分 一 草 津駅

登山コースも何のその、我が行 〈所全て道なり、それにしても鶏
冠山の下りは苦労しましたなあ。

「イチャクソゥ」

1 :   
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第 29回  湖 南 ア ル

昭和54年3月11日 (日 )

石 山駅  -25分 一 上関 -80分 一 笹間が岳

池のある広場  -30分 一 天神川 -15分 一

鎧ダム ー30分一 堂山 一羽栗町 -30分 一

プ  ス

-30分 一

迎 不 動  -30分 一

石 山駅

弩ど電f ‐`



第 30回  金 昆 羅 山

昭和54年4月29日 (日 )

京阪三条  -40分 一 戸寺 -90分 一 金毘羅山 -180分 一

百井峠 -70分 一扶桑橋  -25分 一 鞍馬 -30分 一 出町柳

バスが満員、採取に熱中 して遅れる、 夕方か ら雨。

シャクナグの魅力にひかれ道を迷 う。 帰 りは見知 らぬ人の車で

鞍馬駅へ !

「イワウチワ・シャクナグ・ヒカグツツジ」



第 1 回   湖  南  ア

(太 神 山 )

昭和54年 5月 20日 (

上 関  一笹 間が岳

-30分 一 迎 不動

― 石 山駅

大谷河原

不動寺

いつ来 て も楽 しい

プ  ス

石 山駅  -25分 一

-30分 一天神り||

-110分 一 新 免

慣れた道 とはい って もなかなか覚え られ ない。
コース・琵琶湖一望。

登山者が多いのでびっ〈り、山を降りてからの酒盛が楽 しみ。
帰りのバスの時間も気にならな〈なるほど。
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第 回  大 峰 山 奥 駈

昭和54年8月2日 (木 )～ 5日 (日 )

下市 口駅 -110分 一 洞川 -50分 一 大峰大橋  -50分 一

一本松茶屋 -70分 一 洞辻茶屋 -60分 一 山上ケ岳 (泊 )

-40分 一 小笹の宿 -40分 一 あみだケ森前分岐  -40分 一

小普賢岳  -20分 一 笙の窟分岐点 -70分 一 国見岳  -120分 一

行者還の宿 -90分 一 一 ノタオ ー45分一 石体の宿跡

-30分 一 聖宝の宿跡 -60分 一 弥山小屋 (泊 )

-30分 一 八経 ケ岳 -120分 一 舟のタワ ー25分一 楊子ケ宿跡

-60分 一 孔雀覗 -25分 一 緑の鼻 -45分 一 釈迦ケ岳

-20分 一 深仙の宿 -20分 一 大古の辻  -30分 一 ニ ツ石

-60分 一 前鬼 (泊 )

-30分 一 前鬼林道 -40分 一 不動滝前 一 大和上市駅

前鬼で有名なのは、前鬼川不動七重の滝であろう。 この滝はス

ケールに於いては抜群であるが、残念なが ら今夏は青天が続いたの

で水量が少なかった。 宿坊での山菜料理は美味であり、水 も豊富

で美 し〈、それに加えて風呂もよい。 ただ し、帰路に注意 !

“ヤマヒル"の お世話になった人 もあったと聞 くが ・・・。

「イフナンテン・マイズルソウ・レングショウマ●シャンナグ・

ヒカゲツツジ」

C■ ・  _tv~
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第 33回  比 良 。 八 渕 滝

昭和54年9月23日 (日 )

近江高島駅  -30分 ― 鹿ケ瀬道 -100分 一 八渕滝

次郎坊  -60分 一  カラ岳  ―  シヤカ岳  -80分 一

-15分 一 比良駅

魚止の滝 一 障子の滝 ― 空戸の滝  一 大招鉢

一 界風滝 一 貴船の滝 一 七遍返 し

-110分 一

比良 リフ ト前

― 小招鉢

滝にうたれて修業 とや ら、美 しい、すばらしいコース、身が清めら

れた。



第 34回  湖 南 ア ル プ ス

昭和55年1月27日 (日 )

石山駅 -25分 一 上関 -80分 一 笹間が岳 -30分
一

池のある広場  -30分 一 天神川 -40分 一 枚  -19分
一

石山駅

鉱物博物館を見学



第  35 回  大  洞  山

昭和 55年 3月 21日 (金 )

近鉄 名張駅  -55分 一  中太郎生  -60分 一 三 多気方面分岐点
-30分 一 大 洞山雌岳  -20分 一 雄岳  -60分 一 大 タ フ

ー40分 一 下太郎生  -45分 一 近 鉄 名張駅  、

たまには法螺でも言いた くなる。

ここは三重県隣りは奈良よ。

「サイハイラン。レングツツジ」

やつとたどりついた 「大洞山」
ボ ラ



3 6 回  魚 谷  峠

昭和55年4月27日 (日 )

貴船 口駅  -35分 一 貴船神社  -40分 一

芹 生  -85分 一 魚谷峠 -90分 一 出合橋

ヤマカタバミ・ヒトリシズカ・エビネ」

出町柳駅 -30分 一

奥貴船橋 -100分 一

-45分 一 京阪三条

「イチ リンソウ ・ミ



第  37 回  八 ケ 岳

昭和55年7月26日 (土 )～ 29日 (火 )

茅野駅 一 渋 ノ湯 -120分 一 黒百合平  -70分 ― 天狗岩

-60分 一 夏沢峠 -60分 一  黄岳  -70分 一 横岳

-50分 一 赤岳石室 -50分 一 赤岳 (泊 )

-70分 一 キ レット ー150分一 権現岳 -70分 一 青年小屋

-30分 一 編笠山 -210分 一 小淵沢

赤岳 。雷 ・風 ・ス リル とい うより、 こわか った。 や っとた どり

ついた山頂小屋身を横たえる場所 もな し、大混雑。



第  38 回   リ ト ル 比 良

昭和55年10月10日 (金 )

近江高島駅  -5分 ― 音羽 -90分 一 岳 山 -130分 一

岩阿沙利山 -110分 一 寒風峠  -60分 一 揚梅滝 -30分 一

北小松駅

かってこのコースで、その 日のペースメー カー U氏が熊 ざさを見

発奮 し、一 日散に熊 ざさの中をつ き進み、 2時 には駅へ着いた とい

う伝説の道。

「シライ トソウ ・ヒメシャガ」



第  3 9  [コ     /J  ヽ  本変

昭和55年 11月 1日 (土 )～ 3日 (月 )

天孟高駅 一 大型上F電6.07 1号奄o   異Q:0   月てる場『
(泊)

-90分 一 市 ク ボ ー90分 一 木和 田 ― 河合  一  白川荘 (泊 )

白川  ― 柏木  一 大和上市駅
7.30                 14.52

/1 本ヽ雰ざ霊り気      延S (07468)3- 0356

自川荘   8 K o7468)2-0174

「ナツエビネ・イワナンテン・クマガイソウ。ジンジソウ。

シャクナグ」



第  40 回  鷲  峰 山

昭和55年11月30日 (日 )

宇治駅  -30分 一 岩山 -35分 一 信西塚 ―金胎寺
(行 場め ぐり120分 )-50分 一 湯屋谷  -45分 ― 宇治駅



第 41回  湖 南 ア ル プ ス

昭和56年2月8日 (日 )

石山駅  -30分 一 枝  -50分 一 天神川  -50分 一 池のある広場

-40分 一 笹 間が岳 -40分 ― 上関 -25分 一 石山駅

今 日は逆 コースを登る。 いつ もと異 った感 じ、上関で祝杯。

ノ

ノ

′

‐



第 42回  観 音 渓 と ゴ ロ ゴ ロ 岳

昭和56年3月22日 (日 )

苦楽園口駅 -15分 一 鷲林寺バス停 -15分 一 鷲林寺  -10分 一

観音渓旭滝 -25分 一 稜 線 -30分 一  ゴロゴロ岳頂上  -45分 一

苦楽園二番町 -15分 一 芦屋川駅

昨 日までの天気 うその よう、天気快晴、子供連れハイキング18名参

加、山頂でカレー ライス、 ウイスキーごちそ うになる。

家族づれが多 〈参加者の平均年齢が ぐっと下がる。  K先 生は背

負い子姿で登山、浪工版名月赤城山 とい うところ。

「ヒトツボグロ」



第  43 回  天  ガ 岳        ~

昭和56年4月29日 (水 )

出町柳駅 -30分 一 鞍馬 -40分 一 扶桑橋  -90分 一 百井峠

-30分 一 天 ガ岳  -90分 一 寂光院 -15分 一 大原  一

京阪三条

午後か ら雨。



4 4第 回  赤 目 四 十 八 滝

昭和56年5月24日 (日 )

赤 目滝 -105分 一 鬼ヤ坂峠 -75分 一

フヤ塚  -15分 一  メシナ地蔵  -15分 一

-15分 一 高原 ロッヂロ ー60分一 名張駅

赤 目口駅 -15分 一

椿井峠 -25分 一

奥香落高原 ロッヂ

昨 日か らの雨模様思い きつて決行、午後か ら降り出 した。

一度来たい ところ。

も う



第 45回  堂 満 岳 ・ 武 奈 ケ 岳

昭和56年7月12日 (日 )

イン谷 ロ ー60分一 ノタノホ リ ー90分一 堂満岳 -25分 一

金糞峠 -40分 一 中峠  -30分 一  ワサ ビ峠 -40分 一 武奈ケ岳

-25分 一 イブルキノコバ 45分 一 北比良峠 -35分 一

カモシカ台  -30分 一 大山ロ ー20分一  イン谷 口

堂満の登 りは胴満 々 (へ たな しゃれ )と 汗が吹 き出る急、坂だ。

フサ ビ峠 よりの武奈はやさ しい姿で登山客を迎えて くれる。

北アルプス穂高の トレーニング用登山、約 8時 間歩 きっばな し、

新調の登山靴の調子は良い。 堂満岳を登る時、体力の限界を感 じ

る。



第 46回  北 ア ル プ ス 穂 高 岳

昭和56年7月25日 (土 )～ 29日 (水 )

京都  一 松本  -25分 一 新 島々駅 -90分 一 上高地 -60分 一

明神 -60分 一 徳沢  一横尾  -180分 一 涸沢 -150分 一

北穂高 (泊 )

-150分 一 涸沢岳 -20分 一 穂高岳山荘 -50分 一 奥穂高岳

-100分 一 前穂高岳 -120分 一 岳沢 ヒユ ッテ ー120分一

上高地 一 松本  一 京都

夢にまでみた穂高岳、缶 ビールおい しか った。 三泊の楽 しい山

歩。

穂高岳は岩の殿堂 といわれるだけあって、石が ごろごろしていて

危険がいつばい。 山小屋の中か ら御来光させて もらう。 上高地

での酒盛で疲れがぶ っとぶ。 松本で風母に入 り汗を落す。 酔が

回 り列車を引き止める。



第  47 回  金  岡1 山

昭和56年10月10日 (土 )

難波駅  -40分 一 河内長野駅 -60分 一 千早  -50分 一

久留野峠 -30分 一 伏見峠  -20分 一 湧出岳  -20分 一

社務所 -50分 一 千早城跡  -20分 一 登山ロ ー60分一

河内長野駅

山頂で 「餅まき」にで会う。 餅と品物を交換してくれる。

「カンアオイ」



第  48 回  愛  宕  山        
‐

昭和56年 11月 29日 (日 )

京都駅  一 保 津峡駅  -60分 一 水 尾  -90分 一 愛宕 山

9。08        9040

-30分 一 月輪寺  -40分 一 梨 ノ木谷 出合  -30分 一 清 滝

-40分 一 嵐 山



第 49回  湖 南 ア ル プ ス

昭和57年2月28日 (日 )

石山駅  -25分 一 上関 -80分 一 笹間が岳  -30分 一

池のある広場  -30分 一 天神川 -40分 一 枝  -19分 一

石山駅

実 家へ帰 った気分の湖南アル プスヽ又来てみたい ところ。



第  50 回  霊  仙  山

昭和57年4月 10日 (土 )～ 11日 (日 )

京都駅  ― 醒 ガ井  -10分 一 上丹生 (泊 )
16.21       17.57

-10分 一 浄水場  -30分 一 林 道終点  -60分 一  こ うもり穴

-60分 一 霊仙滝  -120分 一 尾根道 との出合  -30分 一

経塚 山 -20分 一 霊仙三 角点  -10分 一 経 塚 山 -15分 一

あとらが池 -90分 一 汗ふき峠 -15分 一 樽ケ畑 (廃 村 )

-90分 一 醒 ガ井養鱒場 -15分 一 醒 ガ井駅

民 宿  や ま び こ   8 07495-4-1736

「フクジュソウ。ィチリンソウ・ニリンソウ・ミスミソウ・

ヤマシャクヤク ・トリカプト」

　ヽ

）



第 51回  リ ト ル 比 良

昭和57年5月16日 (日 )

茨木駅 ― 高槻駅 ― 京都駅 一 堅 田駅 一 近江高島駅
7.27        7.33        8。03        8.36      9。03  9。23

-5分 一 音羽 -90分 一 岳 山 -130分 丁 岩阿沙利山

-110分 一 寒風峠 -60分 一 揚梅滝 -30分 一 北小松



第  52 回  磐  梯  山

昭和57年7月30日 (金 )～ 31日 (土 )

仙台 一 福 島 -205分 (磐 梯吾妻スカイ ・レークライン )一

磐梯高原  一 五色沼 一 川上温泉 (泊 )

-150分 一 三合 目 -100分 一 弘法清水 -30分 一 磐梯山

-150分 一 押立温泉 -50分 一 分島駅  一 猪苗代駅 一

郡山駅 ― 東京駅 一 京都駅

歌で名高い山であるが、あいに 〈山頂はガス、下山が大変だった。



第  53 回  古 光  山

昭和57年10月10日 (日 )

近鉄 名張駅  -40分 一 大 良路  -90分 一 亀山峠 -40分 一

亀山 ・後古光山のあん部  -40分 一 後古光山頂 -20分 一

フカタワ (ハ ザ ミ峠 )-40分 一 古光山 -40分 一 北京峠

(コ ンピラ平の東端 )-50分 一 塩井  -20分 一 今井

-50分 一 名張駅

古光山、遠 〈か ら眺める と、そびえ立つ。 名張の駅が印象的、

バス待 ち、土産店 ・・・・

古光山 より北 と思 って進んだ ら南に向い登山口へ もどった不思議

な山歩 きだ った。

「ヒゴスミン・ウメバチソウ」



回  花 折 峠 か ら 蓬 末 山

昭和57年11月14日 (日 )

茨木  一 (快 速 )一  京都  一 堅 田 -30分 一 平  -20分 一

登山ロ ー30分一 荒木峠 -25分 一 権現山 -30分 一 ホ ッケ山

-25分 一 小女郎 ガ池 -5分 一 小女郎峠 -25分 一 蓬茉山

-50分 一 金 毘羅谷登山ロ ー70分一 蓬末 一 京都

比良南部の明る 〈おか らかな風景がいい。 それに して も小女郎池

の水 ゴケは この 日以後、絶えて しまった とい う事は無いで しようね。

「エイザンスミン」

ヽ

ヽ
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第 55回  湖 南 ア ル プ ス

昭和58年 1月 16日 (日 )

石 山駅  -25分 一 上 関  -80分 一 笹 間が岳  -30分 一

池 の ある広場  -30分 一 天神川  -40分 一 枝  -19分 一

石 山駅

慣れたコースでの雪 (山 )見 酒、帰りの事等忘れてヽ次の次の次
のパスに乗ろうや。



第 56回  ポ ン ポ ン 山

昭和58年2月19日 (土 )

高槻駅 -10分 一 神峰山寺 ロ 
ー20分一 神峰山寺

本山寺  -60分 一 ポンポン山 -150分 一 金蔵寺

一 桂駅

花の寺は行かなか ったけ ど、違 う道 もまた楽 し。

「イカリソウ」

-60分 一

一 長 峰



第  57 回  飯  道  山

昭和58年 3月 20日 (日 )

京都駅  一 草津駅  一 貴生 川駅  -20分 一 飯 道寺  -40分 一

飯道 山三 角点  -30分 一 飯 道神社  -30分 一 官 町  -45分 一

紫香楽 官跡  -15分 ― 雲井  ― 石 山駅

子 供づれで参加、飯 道 山の山頂 より養 琶湖 を遠方 にみ る。 ウイス

キーの味、みそ汁 の味格別。

′

′

Ｉ

Ｉ
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‐



第 58回  牛 尾 観 音 か ら 醍 醐

昭和58年5月1日 (日 )

山科駅  -90分 ― 牛尾観音 ― 高塚山 -40分 一 上醍醐
-50分 一 醍醐三宝院 ― 京阪六地蔵

午後か ら雨、判断 よろ し〈早めにひきあげる。



第  59 回  霊 仙  山

昭和58年5月3日 (火 )～ 4日 (水 )

企野7   発奄9   勇11   勇1ま -15分
一 養鱒場

-90分 一 樽ケ畑 (泊 )

-30分 一 汗 フキ峠  -100分 一 経塚 山 -20分 一 霊仙山
-10分 一 経塚山 -10分 ― 尾根道 との出合  -30分 一

霊仙滝 -70分 一 上丹生 -lo分 一 醒 ガ井

かなや 樽 ケ畑  6 o7495-4-0320

このたびの霊仙山登山は 2度 目であるが、前回の上丹生か らの入

山 よりも今回のコースの方が比較的な しみ易い様に思われた。 最

高点 も征服 して全員満足 した様子。 宿泊 した山小屋での石油 ラン

プ生活は愉快であった。

「イカリソウ・ミスミソゥoヒロハノアマナ ・カンアオイ」



第 60回  蛇 谷 ケ 峰   ‐

昭和58年6月5日 (日 )

茨木  一 京都  一 堅 田 一 近江高島 -27分 一 畑  一
7.27      8。03      8.36      9。03  9。23

ボボフタ峠 ― 蛇谷 ケ峰 一 入部谷越 一 伊黒 一

近江高島

「クモキ リソウ」



第 61回  堂 満 岳 ・ 武 奈 ケ 岳

昭和58年7月10日 (日 )

比良駅  -10分 一 イン谷 回 -130分 一 堂満岳  -25分 ―

金糞峠  -45分 一 中岳  -30分 一 武奈ケ岳  -25分 一

イブルキのコバ ー20分一 ヤクモ小屋  -20分 ― 北比良峠

-50分 一  リフ ト前 一 比良駅

「シャクナゲ」



第  62 回  久 住  山

昭和58年7月31日 (日 )～ 8月4日 (木 )

弁天町 (関 西汽船乗 り場 )一  別府港 一バスー 湯布院駅
16.30                         7.30  8.20      9.10  9.41

- 豊 後 中村 駅  ― バ ス ー 牧 ノ戸 峠  -25分 一  〈つ か け 山
10。04   10.20         11.10

-105分 一  久住 山  -45分 一  稲 星 山  -60分 一  法 華 院温 泉 (泊 )

-105分 一  大 船 山  -25分 一  北 大 船 山  -90分 一  坊 ガ ツル

ー50分 ―  雨 ケ 池越  -55分 一  九 重 登 山 口 (長 者 原 )一 バ ス ー

2.30

別 府 (泊 )
4.30

法 華 院温 泉 山荘    8 09747-7-2810

温 泉 閣        2 0977-66-1767

高松港から合流、さすが九洲の主峰、余りの雄大さに圧倒される。

露天風呂からの視界は最高。 地獄めぐり、自杵石仏、風連鐘乳洞の見

物。 下界は猛暑、よく飲み、よく食べ、よ〈眠る。 「オーガス」



第 63回  貴 船 か ら 岩 倉

昭和58年10月23日 (日 )

出町柳駅 -27分 一 貴船 ロ ー35分― 貴船神社 -35分 ―

鞍馬寺  -20分 一 鞍馬  -50分 一 静原  -90分 一

岩倉実相院 -30分 一 三条京阪

生憎の空模様なが ら、足取りは軽 く、昼頃には青空も仰がれた楽

しい一 日であった。 鞍馬か ら岩倉へ と抜け、ちょぅど祭風景に出

会えたこと、いまだに印象深 く思う。

0



第 6 4

阪急、嵐山駅 -60分 一 清滝

月輪寺 -45分 一 愛宕山頂

清滝 -60分 一 嵐山

回  愛 宕  山

昭和59年 2月 11日 (土 )

覗「||・|
｀
   1    ‐、

, ti重深いが道は
,はうきりしている

-40分 一 梨 木谷 出合  -45分 一

-25分 一 水尾分かれ  -75分 一

‐ ハヽ

受宕神社

]●li与31警||■
ヽ

‐1  、 ｀

ｏ
愛
宕
神
社
＝
宝
亀
年
間

（七
七
〇
―

七
八
〇
）
和
気
清
麻
呂
が
勅
を
奉
じ
て

堂
宇
を
創
建
し
た
と
伝
え
ら
れ
て
い
る
。

伊
弊
舟
尊
の
ほ
か
四
神
を
祭
り
、
王
城

鎮
護
と
火
災
の
守
護
神
と
し
て
あ
が
め

ら
れ
て
い
る
。
全
国
に
九
〇
〇
を
越
す

分
社
が
あ
り
　
愛
宕
燈
籠
は
こ
の
分
霊

を
祭
る
も
の
。
７
月
３‐
日
の
夜
半
か
ら

登
る

″千
日
ま
い
り
″
は
有
名
。



第  65 回  御  池  岳

昭和 59年 5月 3日 (本 )～ 4日 (金 )

京都  一 草 津  一 柘 植  一 亀 山  一 富 田 一 西 藤原

1252 - 1317-1335-1422 1454-1517 1534-1611 1630… 1717

-15分 一 坂 本 (泊 )

坂 本  -90分 一  自船峠  -15分 一 真 ノ谷  -40分 一
 コグル ミ谷

分岐点  -20分 一 九 山へ の東分岐 点  -10分 一 丸 山 -20分 一

九 山へ の東分岐点  -20分 一  コグル ミ谷 分岐 点  -35分 一 池 ノ平

-20分 一 鈴北岳  -10分 一 平 ノロ ー60分 一 御 池谷 出合

-20分 一 百 々女鬼橋

近江鉄道 (彦 根駅前 )

嵐荘

-20分 一  大君 ガ畑 -60分 一 南彦根

07492- 2- 3301

0594- 46- 3211

Ь
　
♂

三
岐
鉄
道
の
電
車
に
揺
ら
れ
て
終
点
の
西
藤
原

へ
。

駅
前
を
た
に
と
る
と
、
北
西
に
通
じ
る
幅
広
い
道
に

出
る
。
左
手
に
幅
原
岳
登
山
国
の
道
標
、
新
し
い
鉄

筋
の
小
学
校
、
聖
宝
寺

へ
の
人
口
を
見
送

っ
て
少
し

い
く
と
、
幹
回
り

一
層
、
高
さ
十
数
済
の
大
き
な
ケ

ヤ
キ
が
丸
く
伎
を
茂
ら
せ
て
い
る
。
こ
の
ケ
ヤ
キ
の

と
こ
ろ
に
食
料
品
の
店
と
養
呻
暢
の
案
内
板
と
が
あ

り
、
た
に
幅
侠
い
卓
道
が
分
か
れ
て
い
る
。
こ
の
石

ｌＬｉ
に
沿
っ
た
道
に
入
る
と
、
道
は
三
分
す
る
。
「林

道
坂
木
線
」
の
標
識
の
立
つ
道
を
左
に
分
け
、
右
に

カ
ー
プ
し
な
が
ら
進
む
。
す
ぐ
ネ
が

一
基
ば
つ
ん
と

あ
り
、
こ
こ
か
ら
西
に
向
か
っ
て

一
済
幅
の
道
が
ず

っ
と
の
び
て
い
る
。
こ
れ
を
と
っ
て
緩
く
登

っ
て
い

く
と
す
ぐ
人
家
が
尽
き
、
ャ
マ
ブ
キ
の
多
い
山
麓
に

な
る
。
左
手
に
浄
水
場
が
あ
り
、
山
道
に
な
っ
て
流
れ
に

沿
う
と
橋
を
渡
り
、
左
岸
に
移
る
。
ほ
ど
な
く
小
滝

と
呼
ば
れ
て
い
る

一
〇
済
近
い
四
条
の
ナ
メ
滝
が
ぁ

り
、
急
流
が
ほ
ん
の
し
ば
ら
く
ほ
ど
ば
し
る
。
右
に
、

岩
の
下
か
ら
の
湧
水
が
勢
い
よ
く
あ
ふ
れ
て
い
る
。

こ
の
先
は
流
れ
も
伏
流
に
な
っ
て
、
さ
ら
に
進
む
と

岩
小
屋
が
あ
り
、
付
近
に
は
石
灰
岩
の
露
岩
が
故
在

す
る
。
左

へ
山
道
が
分
か
れ
る
が
、
右
を
と
る
と
あ

と
は

一
本
道
が
Ｌ
騰
峠

（白
瀬
Ｊ‐―‥
）
ま
で
よ
く
路
ま

れ
て
続
い
て
い
る
。

次
第
に
伏
流
の
沢
か
ら
離
れ
、
シ
ロ
モ
ジ
の
純
林

を
経
て
支
尾
限
上
に
出
る
。
こ
の
あ
た
り
か
ら
北
の

方
が
開
け
て
、
本
の
間
が
く
れ
に
伊
吹
、
鳥
帽
子
、

空
ガ
Ｒ
な
ど
の
山
々
が
望
ま
れ
る
。
小
さ
な
乗
越
を

過
ぎ
る
と
、
５
月
初
旬
い
ま
で
長
く
連
な
っ
た
残
雪

の
あ
る
沢
に
出
ろ
っ
本
に
は
戊
雪
の
そ
ば
に
ミ
ス
ミ

ツ
ウ
、
ミ
ヤ
マ
カ
タ
バ
ミ
、
カ
タ
ク
リ
、
ゥ
バ
ュ
リ

等
が
山
え
出
し
て
い
て
、
峠
Ｌ
い
感
じ
が
強
い
。

び
り
着
い
た
白
船
峠
は
県
境
優
線
上
の
鞍
部
で
、

展
望
は
き
か
な
い
が
い
か
に
も
峠
ら
し
い
地
形
に
加

え
て
、
春
の
■
プ
シ
、
新
緑
、
紅
業
が
印
象
に
残
ろ

場
所
で
あ
る
。

真
ノ
谷
へ
の
下
り
は
、
峠
の
直
下
で
右
へ
の
分
か

れ
道
に
入
っ
て
落
東
松
の
林
を
左
に
し
な
が
ら
、
最

初
は
ほ
と
ん
ど
水
平
に
、
次
第
に
ご
く
緩
く
下
っ
て

ゆ
く
。
沢
筋
に
お
り
立
つ
と
、
浅
い
清
水
が
四
季
を

通
じ
て
流
れ
、　
一
〇
張
ぐ
ら
い
は
可
能
の
格
好
の
テ

ン
ト
場
。
春
に
は
ア
プ
マ
イ
チ
ゲ
が
地
表
を
お
お
っ

て
い
る
。

遡
行
に
う

つ
る
と
す
ぐ
狭

い
谷
に
な
り
、
よ
く
略

ま
れ
た
踏
跡
道

（出
水
後
に
は
消
失
す
る
こ
と
が
あ

る
）
が
沢
沿
い
に
つ
い
て
い
る
。
流
れ
か
ら
少
し
離

れ
た
り
、
ち
ょ
っ
と
巻
い
た
．り
し
て
い
る
が
谷
底
を

詰
め
て
い
く
。
水
流
が
消
え
、
バ
イ
ケ
イ
ソ
ウ
の
群

落
が
谷
を
埋
め
て
い
る
と
こ
ろ
な
ど
を
通
り
、
最
後

ま
で
詰
め
あ
げ
る
。

コ
グ
ル
ミ
谷
か
ら
の
道
の
合
流
点
、
丸
山

・
奥
ノ

平
へ
の
分
岐
点
を
経
て
池
ノ
平
を
進
み
、
路
分
け
通

と
道
標
に
導
か
れ
て
鈴
北
岳
に
立
つ
。
鈴
北
の
頭
上

に
は
東
西
に
の
び
ろ
山
道
と
、
そ
れ
に
直
交
す
る
県

境
稜
線
上
の
か
す
か
な
踏
跡
道
が
あ
り
、
頂
上
か
ら

歓
掛
峠
を
目
指
し
て
北
に
向
か
っ
て
た
ど
る
よ
う
に

な
る
。
峠
か
ら
は
西
に
下
る
と
、
値
林
後
ま
だ
余
り
た
っ

て
い
な
い
若
い
林
の
広
い
斜
面
の
中
の
よ
く
踏
ま
れ

た
道
を
経
て
、
車
道
に
出
る
。
そ
し
て
、
あ
と
は
御

池
谷
橋
、
百
々
女
鬼
橋
を
過
ぎ
て
大
な
ガ
畑
の
集
落

に
着
く
。



第 66回  八 渕 滝 か ら 堂 満 岳

昭和59年 9月 24日 (日 )

茨 木  一 京都  一 近江高 島 -30分 一 黒谷  -100分 一

727    750 803     903  923

-90分 一 北 比 良峠  -40分 一 金 糞峠  -30分 一 堂満岳

―  ノタノホ リ ー30分一 イ ン谷 回 -40分 一 比 良

近 江 バ ス 延3  0775- 73- 2704

ノタノホリヾ

八 渕滝

-60分

登

＝①

へ
　

　

／
′′′
　
シ
ャ
カ
岳
ヘ・́́南

比
員
峠
ヘ

南
比
艮
へ

別荘地 σ

今
津

ヘ

ヽ
　

圭
月
だ
レ 八

渕
の
滝
群

ノ

)欠,`夕万ヘ



第 67回  三 国 山 ・ 赤 坂 山

昭和59年 10月 20日 (土 )～ 21日 (日 )

茨木  一 京 都  一 マキ ノ ー6K一  白谷温泉 (泊 )
1544    1606 1619    1742

白谷温泉  -20分 一 在 原林 道 との分岐  -50分 一 黒河越 え

-50分 一 三 国山頂  -25分 一 明玉 ノ礼  -20分 一 赤 坂 山

-10分 一  栗 柄越 え  -60分 一  マキ ノスキー場  -50分 ―

虫■回 一  マキ ノ

マキ ノ温泉  八王子荘   0740-27-0085



第 68 回

昭和59年 11月23日 (金 )

茨木  一 京都  一 石 山 一バス35分 一 桐生辻  -50分 一
853       922    937 945

狛坂磨崖仏  -50分 一 天 狗岩  -20分 ― 林 道  -30分 一 片 山

一バス30分 一 草津

フ
°

勝金

●
伯
坂
崎
壼
仏
＝
縦
七
冒
　
横
三
冒
の

花
商
岩
に
大
小

一
二
体
の
三
尊
像
　
菩

薩
立
像
が
刻
ま
れ
て
い
る
。
平
安
―
鎌

倉
時
代
の
作
と
さ
れ
て
い
る
。

=='ど



一木

５２

茨

８

第  69 回  湖  南  ア

昭和 60年 1月 27日

京都  ― 石 山 -25分 一

922     937 945

-30分 一 池の ある広 場  -30分 一

-25分 一 石 山

ル  プ  ス

(日 )

上関 -80分 一 笹間岳

天神川 -40分 一 枝

騨 含

"石

蝸
、 電
回

")5方

車庫へ 、 1キロ J

３３４岩
の
交
起

立
木
観
土
日
卍
　
一喜
ロ
ヘ



第 70回  武 奈 ガ 岳

昭和60年 2月 18日 (月 )

茨木  ― 京都  一 比 良 一バスー  リフ ト前  -20分 一
727    750 803      851

山上駅  -15分 一 人雲 ガ原  -18分 一  イ ブル キ ノコバ

ー50分 一 武 奈 ガ岳  -45分 一 八雲 ガ原  -40分 一 金 糞峠

-43分 一 大 山 ロ ー30分 一 イ ン谷 ロ ー35分 一 比 良



第  71 回  太  神  山

昭和 60年 4月 28日 (日 )

石 山駅  ―バス22分 一  登 山 ロ ー20分 一  迎 不動  -60分 一

915

不動寺  -10分 一 太神 山休憩所  -150分 一  日代川 出合

-70分 一 大 鳥居  一 バス33分 一 石 山駅

! |キロ 1

384▲
  池

〃本 鰤
▲
ｌヽｌ由閤ⅢⅢШ

新免

堂山

太
神
不
動

峠

／
／
齢
＼
証５６８



近鉄京都
740

第 72回  大 台 ケ 原 ・ 大 杉 谷

昭和60年 5月 3日 (金 )～ 5日 (日 )

一 イ重原神宮前 一 大和上市 ―バスー 大台ケ原
834 838 908 920 1137

- 2 0分 一 正木 ガ原 -10分 一 尾緊辻  -15分 一 牛石ケ原

-20分 ― 大蛇富 -40分 一 シオ カラ谷吊橋  -30分 一 大台ケ原 (泊 )

大台ケ原  -40分 一  日出ケ岳 -90分 一 堂倉小屋  -50分 一

堂倉滝  -20分 一 与八郎滝 -10分 一 隠れ滝  -15分 一 光 り滝

-30分 一 七 ツ釜滝前 -25分 一 桃 ノ木山の家 (泊 )

桃 ノ木山の家 -30分 一 平等昌前 -35分 一 猪 ケ淵 -40分 一

千尋滝前休憩所  -55分 一 雨量観測所跡地  -60分 一 宮川第二発電所

-15分 一 乗船場  -40分 一 大杉  -130分 ― 松阪 ― 京都

大台教会山の家

桃 ノ木山の家

奈良交通

二重交通

07468- 2- 0168

05973- 2- 2052

0742- 22- 5268

0598- 51- 5240



茨木  ― 京都
816    840 856

金 糞峠  -40分 一

涼峠  -25分 一

回  釈  迦  岳

昭和 60年 6月 2日 (

―  比 良  一バスー

936

山上駅  -60分 一

揚梅滝  -30分 一

日 )

イ ン谷 □  -100分 一

釈 迦 岳  -60分 一

北小 松

7 3

こ「碁理}干、



第  74 回  谷  川  岳

昭和60年 7月 25日 (木 )～ 30日 (火 )

水上温泉 (第 16回 全私研 )一 ―一―一バスーー ___ 湯檎 曽温泉 (泊 )

湯檎 曽温泉  ― タク シーー  マチガ沢 出合厳岡1新道登 山 ロ ー120分 一

西黒尾根分岐  -60分 一 ザ ング岩  -30分 一 谷 川岳  -70分 一

一 ノ倉岳  -30分 一 茂倉岳  -70分 一 矢場 ノ頭  -120分 一 茂倉

新道分岐  -30分 一 土樽駅  ― 越後湯沢駅  一 長 岡駅 (泊 )
2035        2051 2054       2210

長 岡駅  一 雷鳥一 京都駅  一大阪駅
953                1540      1612

水上温泉       ひが きホテル

湯捨 曽温泉      本 家旅館

長 岡 ター ミナル ホテル

巌 円J刊7)菫
`よ
、 1日

'直

マ チ ガ ″くIPI合か ら 西 黒 足 根 L音6に
'供
リイJ

く道 で 、 森 林 帯 の 比 較 的 ゆ る い (たり だ か
',谷
川 岳 登 山 の 最 も

登 り 易 ぃ コ ー ス と い え る だ ろ う。 Fiリ ロ は マ チ ″ 沢 出 合 手 前

の /1i l円で 、 夕と落 と す こ と の な ヽヽ )′派 な り旨1年標 力`′)り 、 誘
ヽヽ 込

ま ォしる よ う に よ く踏 ま オした 道 を 歩 き ti lす。 や が て 、 左 か ら 2К

の 潤 れ た ‐ノ 沢 が 入 つ て く る。 _:ノ 沢 を 越 す あ た り か ら登 り

は き つ く な り 、 本 の lltが出 て い る の で 注 意 し な が ら進 ん で 行

く と 、 マ チ ″ 沢 の 全 容 が 見 え 始 め る。

谷 川 岳 の シ ン ボ ル で あ る ● つ 耳 の トマ ノ 月 、 オ キ ノ ■1か ら

lrtれ落 ち る マ チ ″ 沢 の 奥 壁 、 そ し て 東 たこ■ へヽ と 呼 lCtをめ ぐ ら

す 展 望 を楽 し み な が ら の 登 高 が 続 く。 マ チ ケ沢 に は 夏 ま で 雪

浜 が 残 っ て い る の で 、 5'1の 建 体 頃 は ス キー ヤ ー ヵイテ ン トツ自

ま りで ス キ ー を楽 し ん で い る。 季 節 に は シ 年 クナ ゲ ゃ コプ シ

カ̀ 美 し く'(き
舌しオし、 f木 [1時 ||:|が1之弓|く 。うも,どオとる だ ろ う。 ィ(

谷 の S4■状 も 手に と る よ うに
'ソ
ヒめ
',れ
、 大 ,,tまで は ,′く通 し で

(たっ て もてた,ll九iiけは 11:さな くと も よ く、大 i竜が  般 登 !●の 実

界 と され て い る。 森 林 ‖すの 中 を ク ン ク
‐
ン (溌らせ られ 、 1.ll l■を

か せ い だ とぜ う こ ろ 、 ヒ ョ ンコ リ jtl 111尾1ltに飛 ιに出 す。 そ こ

は r111″くの が レll k,京
"山

で 、 1516ノ ー ト 'レの コ ル と t わヽ れ る 1'「

だ。 こ こか ら ■11■に 向 か っ て の に lltは、で な ジ ク
‐
ザ ク
´
〕芭と な

り、 Uを 切 らせ て の でたり と な る 力'、 /1:にi:雪■1沢 か ら天 llllι根

有 に マ チ ″沢 の 奥 ::∴か ら東
'tL根
、 背 後 に は 白 毛門 山 か ら笠 ヶ

岳 と広 い展 望 の 眠通 な 摯 高 に な る。 ザ ン グ 岩 を過 ぎれ ば も う

そ こ は 力|ノ 広 場 の 一 角 で 、 クマ ザ サ の 「こ根 を真 う 直 ぐに進 め

ば 道
`ま
二二 つ́に 分 山支し、 右 す オ■ば tu頂  トマ ノ耳  (1963") に達

す る。 左 をilFめば 力lノ 広 場 の 方|●,事
L/六18こ 行 き 当 た り ら子ノ

小 L はヽ 指 口手の 1111であ る。 ハ|ノ 広 場 に は 7ア lま で 0 ■ヽiが 見 られ

グ リセ ー ド遊 び も で き る。 「■が l17えれ ば 、 市 斜 lliの草 ,1は お

化 贅‖の 楽 田 と な る。 しか し、 11ノ ′ム場 は |#に グ スが 巻 い て い

るの で 、下 山 路 を 失 い迷 い 歩 くこ と が 多 い の で注 意 す る。

ベ テ ラ ン で も111述え る こ とが 当 た りnilと 、ヽゎ ォtる 所 だ か ら 、

りlさ 返 して 確 認 す る こ と をお す す め す る。 lllれた 山 瞑 な ら′し、

た,  0278- 72…  2552

涯,  0278- 72- 2585

2S  0258- 32- 2344

内ιもな く、 360度 の 展 ・77をは しい ま ま に 、遠 くの な つ か し tヽ

山 々 ま で満 喫 す る こ と力でで き る。 天 神 に 根 の 下 りは 、 一 |し西

∫1り

`11(1こ

′だ っ て か 1,、 イ「
`こ
ょ・1っ /1く

‐
 ドる としヽ トト′r_lit i壼|=|11',

オしる。

答
'II連
峰 の 111々

`こ
登 る |こ

`よ
、 概 し て 、 ■ 州 luの プテカ'距 離 が

短 い の で 登 りや す い。 一 方 越 後 ■1の 土 像 を 出 発 点 とす る と 、

最 も登 りゃ す い の が こ の 茂 倉 新 道 で あ る。 そ れ に して も谷 川

岳
`こ
登 る |こは 7口寺F‖

`ユ
どか か るの で 、 下 ll!'各

`こ
使 オ)れ る こ と

の 方 が 多 い。 茂 倉 岳 の 直 下 を清 水 トン ネ ル が 貰 い て い る わ け

で 、 山 頂 か ら トン ネ ル の 出 入 り口 に な つ て い る上 梓 駅 を望 む

こ とが で き る。 茂 倉 岳 か ら茂 倉 新 i首下 りを紹 介 し よ う。 山 頂

は 東 西 に 広 が り、 右 に 武 能 岳 へ の 道 を分 け 、 左 の 茂 倉 新 道 を

下 りか け て 20oメ ー ト′レは ど に ,盤難 イ、屋 力'あ る。 この イ、電 :よ

20人 イ立は 4又容 で き る もの で 、 水 丼易 も近 く `こあ る が 、 8月 ラkか

らは 当 て に は で き な い乏 しい もの で あ る。 視 界 の 開 け た 明 る

い 尾 オ長,直は ク
´
ン ク
´
ンi高′[を 下

`デ
てィテ く。 '11利明ノク貢な ど4、さ ヽヽ

ビー ク を い くつ か クマ ザ サ を分 け て 下 る と矢 場 ノ

"了
1に 111る。

こ こ は LJL方が 見 え るす ば ら しい展 望 台 で 、 シ ャ クナ ゲ ゃ ノ ン

′ 力Ⅲ美 くこ ろ は 美 しい に達 い な い。 谷
'|1岳
I「二 つ か ら ォ ン カ

わ民ノ
'貞
、 ノテメく,卜1」、 f山 ノ倉 111、 |ヽ′1票Lllま で 雀卜

'II,生
山筆を‖‖,FI`こ

1リヒめ る こ とが で き る。 こ こ か ら下 は 森 林 請 に 人 |)展望 は な く

な るの で 卜分 見 て お くヵ'ょ ぃ。 満 足 した ら腰 を あ げ て 「槍 廊

下 J と , わヽ れ る 柔 しい ヒ ノ キ林 に 人 る 力(、 や 力̀ て左 に 万 太 郎

谷 、 有 に茂 倉 谷 が 深 く切 れ 込 み 、 尾 根 は や せ て 本 の 根 が りLり

出 し、 露 岩 ゃ赤 ■1の き な や せ 尾 根 と な る。 本 の 根 に 靴 が は さ

ま っ た りす るの で 気 を つ け て ゆ っ く り下 る こ とに な る。 正 iln

に は 飯 TI=山が とが っ て 、
`派

に 見 え 、 そ の 下 に アi ljIスキー 場 が

覇 の よ うに 広 が り、 ,■た に 111樺山 ノ家 も見 え て くる。 ン ク
‐
ザ

グの や せ ′ι flK下り も遅 沢 ま で で 、 通 沢 の オli lFrをlltると瑾 峠 へ

の 立″くな道 に 合 ,′こし、 ■1緯 り(‐ ベ ー フ
‐
メ ン トの 故 歩 道 を 3-

10,)歩 け ば [|● 111ノ家
`二
人 る こ と 力fで き る。
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祖 原神官前駅
936   950

昭和60年10月10日 (木 )

山上

当麻 寺 駅  -15分 一

1010

当麻寺

展望台  -50分 一

二上谷下降 ・

八木駅

近鉄京都駅
846

-30分 一 祐 泉寺  -25分 一 岩 屋峠  -15分 一

鞍部  -15分 一 雄岳  -15分 一 鞍 部  -20分 一

採石場  -30分 一 屯鶴峰  -50分 一  関谷駅  一

「
時
雨
ふ
る
二
上
山
を
見
渡
せ
ば
綺
も
あ
け
に
染
め

て
け
る
か
な
―
行
家
―
」
な
ど
、
数
多
く
の
古
歌
で

も
知
ら
れ
た
二
上
山
は
金
剛
生
駒
国
定
公
園
の
異
色

あ
る
存
在
。
大
阪
を
め
ぐ
る
山
々
の
う
ち
唯

一
の
死

火
山
で
あ
る
。
凝
灰
岩
が
主
部
を
占
め
て
い
る
が
、

別
名
を
松
香
石
と
い
い
、
古
く
か
ら
石
棺
や
社
寺
の

用
材
に
使
わ
れ
、
こ
の
方
面
で
も
大
き
い
役
割
り
を

呆
し
て
い
る
。
山
頂
は
二
峰
に
分
か
れ
、
雄
岳
は
五

一
七

・
二
〓
、
雌
岳
は
四
七
四

・
二
富
、
子
供
で
も

登
れ
る
低
山
だ
が
、
前
述
の
よ
う
に
地
質
学
徒
に
と

っ
て
は
貴
重
な
資
料
の
山
．
山
麓
に
散
在
す
る
占
跡

と
結
ん
で
、
軽
い
ト
レ
ー
ニ
ン
タ
に
は
ふ
さ
わ
し
い

山
だ
と
い
え
る
ぅ

登
路
は
た
く
さ
ん
あ
る
が
、
奈
良
県
側
の
当
麻
寺

か
ら
登
る
の
が

一
般
的
。
当
麻
寺
駅
で
下
車
、
西
の

突
き
あ
た
り
に
あ
る
当
麻
寺
に
詣
で
、
北
門
を
出
て

傘
堂
、
大
池
、
祐
泉
寺
を
経
て
山
頂
を
踏
む
。
道
は

祐
泉
寺
か
ら
左
右
二
本
に
分
か
れ
る
が
、
右
を
と
れ

ば
雄
岳
と
雌
岳
の
鞍
部
に
、
左
を
と
れ
ば
中
将
姫
伝

説
の
岩
屋
峠
に
登
り
若
く
。
展
望
は
二
峰
と
も
に
恵

ま
れ
、
奈
良
平
野
が
大
観
さ
れ
る
）
雌
岳
に
は
三
角

点
が
、
雄
岳
に
は
■
本
二
上
神
社
と
大
津
皇
子
の
Ｌ

が
あ
る
。

降
路
は
二
峰
の
鞍
部
か
ら
二
上
谷
を
下
り
、
屯
鶴

峰
に
歩
を
延
ば
そ
う
。
二
上
谷
は
か
つ
て
金
剛
砂
の

採
掘
が
盛
ん
だ
っ
た
と
こ
ろ
。
今
も
近
く
の
穴
虫
で

は
金
剛
砂
産
額
日
本

一
を
誇

っ
て
い
る
。
屯
鶴
峰
は

灰
白
色
の
凝
灰
岩
が
四
万
坪
に
わ
た
っ
て
集
積
す
る

０
勝
で
、
二
上
山
か
Ｌ
噴
出
し
た
火
山
灰
、
火
山
砂
、

火
山
礫
等
が
堆
石
し
た
も
の
。
遠
望
す
る
と
白
い
鶴

か
屯
し
た
形
に
見
え
る
と
こ
ろ
か
ら
そ
の
名
が
お
る
．

屯
鶴
峰
か
ら
は
北
端
に
あ
る
展
望
台
を
経
て
小
道

を
右
に
折
れ
、
急
な
斜
面
を
下

っ
て
国
道

１６５
号
線
を

横
切
り
、
す
ぐ
右

に
折
れ
て
雑
木
の
小
山
を
越
え
、

鶴
峰
荘

の
住
宅
地
を
過
ぎ
、
近
鉄
関
屋
駅
に
着
く
。

●
屯
鶴
峰
＝
二
上
山
か
第
二
紀
末
期
に

噴
火
し
た
時
に
噴
出
し
た
灰
が
湖
眠
に

堆
横
し
、
厚

い
凝
灰
岩
層
を
形
成
。
そ

の
後
　
隆
起
し
た
湖
底
か
陸
地
と
な
り

流
水
の
浸
食
に
よ
り
現
在
の
奇
観
を
形

成
し
た
と
い
わ
れ
て
い
る
。

●
金
剛
砂
＝
金
剛
砂
の
も
と
は
ザ
ク
ロ

石
。
二
上
山
周
辺
は
わ
が
日
第

一
の
産

出
地
と
い
わ
れ
、
研
麿
機
と
し
て
使
わ

れ

て

い

る

。
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昭和60年 11月22日 (金 )～ 23日 (土 )

醒 ガ井  一バスー 下松尾 (泊 )
1852  1903

浄水場  -30分 一 林道終点 -40分 一 こうもり穴

-60分 一 尾根道 との出合 -25分 一 経塚山

-10分 一 経塚山 -15分 一 か とらが池 -60分 一

博ケ畑 (廃 村 )-55分 一 醒 ガ井養鱒場

― 京都
2012

0749- 54- 0256

07492- 2- 3301

山仙第  76 回

茨 木
1700

京 都
1725

下松尾  -25分 一

-50分 ― 漆 ガ滝

-10分 一 霊仙 山

汗ふ き峠  -15分 一

-20分 一 米原
1859

民 宿  ます や

近 江 バ ス (彦 根 )

炉

妙

）

絆
ガ
井
駅
前
を
発
屯
し
た
バ
ス
は
す
ぐ
名
神
高
速

道
路
を
く
ぐ
り
、
惣
谷
川
に
沿
っ
て
走
る
。
上
丹
生

バ
ス
停
で
降
り
る
と
、
支
流
の
丹
生
川
に
沿
う
コ
ー

ス
を
示
す
指
導
標
が
、
左
に
道
を
と
る
こ
と
を
示
し

て
い
る
。
ま
た
、
野
猿
公
園
の
猿
の
日
々
の
動
静
を

示
す
案
内
も
併
記
さ
れ
て
い
る
の
は
興
味
深
い
。

伏
流
、
清
水
の
流
れ
が
交
万
に^
現
わ
れ
、
ど
ん
な

千
天
の
時
に
も
水
の
枯
れ
た
こ
と
の
な
い
漆
ガ
滝
牟
ｗ

剌『」一疇餃」計‐こ急一蔽画峰噺疑̈
『鶏』型ヽ

山
項
と
そ
の
南
に
続
く
皮
尾
根
に
雄
大
な
展
望
を
満

喫
す
る
の
が
、
こ
れ
か
ら
た
ど
ろ
う
と
す
る
谷
山
谷

道
と
西
南
尾
根
道
と
を
結
ぶ
こ
の
コ
ー
ス
の
特
徴
で

あ
る
。
ま
た
、
バ
ス
を
降
り
立

っ
た
上
丹
生
は
、
木

地
師
の
流
れ
の
ひ
と
つ
―
―
白
木
の
仏
壇
作
り
を
業

と
す
る
彫
師
の
多
い
集
落
で
、
土
地
で
″
ア
カ
バ
エ
″

と
呼
ぶ
小
魚
が
群
遊
す
る
丹
生
川
の
狭
い
清
流
を
挟

ん
で
連
な
る
静
か
な
山
麓
の
村
で
あ
る
。

指
導
標
に
従
っ
て
左
に
と
り
、
家
並
が
尽
き
る
と

浄
水
場
が
現
わ
れ
て
、
左
に
イ
モ
エ
谷
林
道
を
分
け

る
。
す
ぐ
野
猿
公
園
入
目
が
あ
り
、
こ
こ
で
橋
を
渡

っ
て
左
岸

へ
と
林
道
が
の
び
て
い
る
。
付
近
に
は

一

群
の
野
数
が
よ
く
餌
付
け
さ
れ
、
の
び
の
び
と
た
わ

む
れ
て
い
る
。

や
が
て
林
道
が
山
道
に
変
わ
り
、
狭
い
谷
の
伏
流

の
中
を
、
何
度
も
左
、
右
に
と
渡
り
返
し
た
り
、
石

飛
び
道
と
な
っ
た
り
し
な
が
ら
緩
く
登
っ
て
い
る
。

乾
い
た
礫
の
下
か
ら
、
思
い
出
し
た
よ
う
に
湧
く
清

水
や
大
き
な
岩
、
石
灰
岩
洞
窟
な
ど
、
変
化
の
あ
る

谷
の
眺
め
と
幾
種
も
の
落
葉
広
葉
樹
に
季
節
感
を
味

わ
い
な
が
ら
の
ん
び
り
と
歩
こ
う
。
よ
く
踏
ま
れ
た

道
で
、
ル
ー
ト
を
見
失
う
こ
と
は
ま
ず
あ
る
ま
い
。

漆
ガ
滝

（霊
仙
滝
）
は
三
肝
と
七
解
ほ
ど
の
や
や

ナ
メ
滝
状
の
さ
さ
や
か
な
二
段
の
滝
で
、
そ
の
制
に

は
大
き
な
滝
壷
、
水
の
青
さ
が
印
象
的
だ
。
戻
り
気

味
に
左
岸
を
巻
く
と
、
や
が
て
有
か
ら
の
小
さ
い
支

流
に
沿

っ
て
登
る
よ
う
に
な
る
。

樹
林
を
抜
け
、
う
ス
ク
ケ
を
分
け
る
と
柏
原
道
の

八
合
日
付
近
の
鞍
部
に
飛
び
出
す
。

九
合
日
か
ら
頂
上
部

へ
の
緩
や
か
な
広
大
な
ス
ス
キ

の
海
と
な
る
。
ｉ
琶
湖
国
定
公
園
特
別
地
域
の
標
柱

や
ケ
ル
ン
の
立
つ
経
塚
山

（北
霊
仙
）
を
経
て
、
い

っ
た
ん
鞍
部
へ
少
し
下
る
と
、
三
角
点
頂
上
は
近
い
。

展
望
の
す
ば
ら
し
さ
は
前
途
の
時
間
を
忘
れ
さ
せ
、

立
ら
去
り
難
く
す
る
ほ
ど
だ
が
、
ひ
と
た
び
霧
や
吹

雪
に
見
舞
わ
れ
る
と
非
常
に
危
い
の
で
、
特
に
冬
の

気
象
変
化
に
は
注
意
し
て
い
た
だ
き
た
い
。

下
山
は
経
塚
山
に
戻
り
、
こ
こ
で
柏
原
道
と
分
か

れ
て
直
角
に
左

（西
）

へ
。
よ
く
踏
ま
れ
た
道
を
下

る
と
笹
原
を
か
き
分
け
て
、
次
第
に
高
度
を
下
げ
て

ゆ
く
。
際
立
っ
た
痩
尾
根
で
も
、
ハ
ッ
キ
リ
し
た
沢
筋
で

も
な
い
変
化
に
乏
し
い
中
腹
を
ゆ
く
。
途
中
、
お
虎

ガ
池
と
か
水
の
な
い
ド
リ
ー
ネ
、
幾
つ
か
の
カ
レ
ン

フ
ェ
ル
ト

（墓
石
石
灰
岩
）
を
過
ぎ
、
お
猿
石
、
見

晴
台
等
を
経
て
汗
拭
峠
に
お
り
立
つ
。

な
お
、
峠
ま
で
の
途
中
で
枝
道
が
分
岐
す
る
が
、

結
局
、
峠
で

一
本
に
合
わ
さ
る
。
峠
に
は
幾
本
も
の

指
導
標
が
立

っ
て
い
て
、
右
す
れ
ば
廃
村
の
博
ガ
畑
、

左
に
と
れ
ば
植
体
の
中
を
下

っ
て
落
合
経
由
需
仙
洞

富
で
あ
る
。

な
に
と
っ
て
下
る
と
、
ほ
ど
な
く
廃
墨
の
点
々
と

残
る
暗
い
感
じ
の
博
ガ
畑
。
廃
村
を
抜
け
た
と
こ
ろ

か
ら
、
明
る
い
林
道
が
惣
谷
川
の
右
岸
の
急
斜
面
に

新
し
く
開
か
れ
た
。
養
鱒
場
ま
で
は
分
岐
の
な
い
緩

い
斜
面
の
下
り
で
、
廃
村
か
ら
林
道
を
約
１
時
間
で

養
韓
場
だ
が
、
常
に
山
側

（右
手
）
か
ら
の
落
石
に

注
意
の
こ
と
。
養
鱒
場
か
ら
は
バ
ス
が
醜
ガ
井
駅
に

通
じ
て
い
る
。



第  77

大阪  ―  茨木  一
839       853

-70分 一 笹 間岳

天神川  -20分 一

帝産湖南交通

回  湖 南 ア ル プ ス

昭和 61年 1月 26日 (日 )

京都  一 石 山 一 バス25分 一 上 関
922     937  945

- 3 0分 一 池のある広場  -30分 一

アルプス登山ロ ーバス20分一 石山
1515

矮ゞ   07755… 2- 3020

″

一、ア
　
．
．　
■
格
ヽ



茨木  ― 京 都  一
853     920 932

-50分 ― 金 糞峠

-30分 一  イ ン谷 口

回  堂  満  岳

昭和61年 2月 17日 (

比 良 一 バスー  ィ
1019

-60分 一 堂満岳

―バスー  比 良

月 )

ン谷 回  -60分 一  青 ガ レ

ー80分 一  ノ タ ノ ホ リ

7 8
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■
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第  79 回   綿  向 山

昭和 61年 5月 4日 (日 )～ 5日 (月 )

茨 本  一 京都  ― 草 津  一 三 雲  一 国鉄 バスー 大河原 (泊 )
1230      1302    1327 1336 1355 1358              1458

大河原  -40分 一 熊 野 分岐  -20分 一 熊 野神社  -30分 一 熊野滝

-15分 一 登 山道 出合  -75分 一 文 三 ハ グ上部  -15分 一 金 明水

-15分 一 綿 向山  -10分 一 竜王 山分岐  -25分 一 奥 ノ平 鞍部

-90分 一 竜 王登 山 ロ ー30分 一 西 明寺  ―車 一 近 江八幡

国民宿舎 か もしか荘

国鉄バス 水 □ (営 )

近江バス 日野駅 (案 )

延ゞ   07486- 9- 0344

2お  07486- 2- 1156

延ゞ   07485- 2- 2112
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第 80

難波  一色、行 50分 一

915

三合 目 -60分 ―

-40分 一  上 ノ組

天 見  一を、行 45分 一

回  岩  湧  山

昭和 61年 6月 1日 (日 )

紀見峠  -40分 一 越 ガ滝前分岐  -30分 一

五 ツ辻  -40分 一 岩 湧 山 -40分 ― 岩 湧寺

-40分 一 新 道乗越  -15分 一 流谷  -30分 一

難波

ら
'""゛` ボ 〃ヾ ツV

1, tい
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第 81回  韓 国 岳 ・ 由 布 岳

昭和61年 7月 25日 (金 )～ 8月 2日 (土 )

25日 (金 )大 阪  一 あかつ き 1号 (寝 )―  長 崎
2036                           843

26日 (土 )観 光 バス に よる市 内巡 り Cコ ース (1000発 1415着 )

長 崎  ― バスー 雲仙 公園
1500 1720

27日 ( 日 )

28日 ( り1 )

29日 ( レk )

30日  ( ガく )

31日 (木 )

1日 (金 )

2日 (土 ) 拳

教 研

教 研

雲仙  ―バスー  島原外港  一船 一  大牟 田港  一バスー

705           745   755         845   850

大 牟 田駅  一有 明 5号 一 熊本駅  ―え びの 3号 一
911  951              1033 1036

小 林駅  ― バスー ぇ びの高原
1358 1410               1507

え びの高原  -60分 一 韓 国岳  -75分 一 獅子 戸岳

-30分 一 新燃岳  -25分 一  中岳  -50分 一

高千穂河原  -90分 ― 高千穂峰  -40分 一 高 千穂河原

一 タク シーー 霧 島神官駅  ― 宮崎駅  一 日南 (争、)一
2113 2259 2315

別府駅  ―バスー  由布岳 登 山 ロ ー31分 一 合 野越
415

-71分 一 東 ノ岳  -54分 一 合 野越  -90分 一

由布 院  ―バスー 別府

別府  ― 宇 佐神宮  ― 福 沢 旧邸  ― 青 の 洞門 一

羅漢寺  一 深  馬 渓  ―別府 港  一関西汽船 ―

1920

レテ
△
ロ

ホ
宿

閣

元

民
泉

湯

国
湯

神 戸港
650

え びの高原荘

恒〕 0957¨ 73-

【B  0984- 33-

窪ゞ   0977- 66- i::: 稀



第  82

茨木  ― 京都  一

747       811

登 山ロ ー40分 一

回   三  上  山

昭和 61年 9月 22日 (月 )

守 山  ― 車 一  河 内 風 穴
843

三 上 山  -25分 一  登 山 口

多賀大社 一

守山



近鉄 京 都 駅
816

-45分 一

-40分 一

第 83回  鳥 見 山 ・

昭和 61年 10日 19日 (日

一虐、行 一 八木駅  一 榛 原駅
918

鳥見 山 -35分 一 玉立 分岐

玉立  -40分 一 榛原駅

ガ 平  山

)

- 4 0分 一 り鳥見山登山口

-25分 一 員 ガ平山



第  8

京都  一 守 山
828       900

経 塚 山 -20分 一

―  守 山

4  回  霊  仙  山

昭和61年11月10日 (月 )

一車一 落合  -30分 ― 汗 フキ峠  -90分 ―

最高点 -30分 一 南霊仙山 -70分 ― 今畑
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